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～R７年度決算～
私たちはこう審査しました！



令和7年度一般会計決算

注目の新規・拡充事業「ここは、どうなの？」
　「次に繋げて」などの意見も

ホイールローダー購入
583万円

移住ポータルサイト
「くぐると下諏訪」コンテンツ拡充

36万円
みずべ保育園照明 LED化

1,625 万円

ふるさとまちづくり寄附金・企業版ふるさと納税
件数・金額の増加による収入増

標準準拠システム移行業務　6,729 万円
国の定める標準仕様情報システムへの移行で、行政運
営の効率化や住民サービスの向上がねらい。R７年度
から運用開始。

イタリア訪問交流事業支援業務　446万円
東京オリンピック合宿を機につながったイタリアへの
町長訪問で、スポーツ以外にも経済・観光などでの結
びつきが模索されました。

R7年度は、寄附金総額から情報発信や返礼品の経
費、町民の他自治体への寄附に伴う税額控除を差し
引いても2,399万円のプラスになりました。

私達はこう審査しました！！

税の収納にあたっては、滞納者や事業者に親身
に寄り添う姿勢を今後も貫いていただきたい。

産後ケア事業で通所型、相談型、宿泊型の
支援が実施されたが、産後の負担軽減によ
り利用しやすい制度となるよう要望する。

保育士不足で一時保育が受けられなかったケー
スもあり、保護者の就労にかかわらず必要な時
に預けられるよう、保育士確保や働きやすい環
境づくりに取り組んでいただきたい。

産業、観光、商業の振興に関する補助金や交付
額については、財政難である状況を念頭におい
た精査が必要と考え、検討を求めたい。

歳入総額　１００億9,223万円
歳出総額　97億7,139万円

①定額減税補足給付金給付事業 5,050 万円
②長野県価格高騰特別対策
　　　　　　　支援金給付事業 1,082 万円
③住民税非課税世帯追加支援給付金
　　　　　　　　　　給付事業 6,098 万円
④物価高騰対応子育て応援手当
　　　　　　　　　　支給事業 4,656 万円
⑤子育て世帯追加支援給付金
　　　　　　　　　　　給付事業 334万円
⑥長野県子育て世帯価格高騰特別対策
　　　　　　　支援金支給事業費 176万円
⑦臨時経済対策事業費 535万円
⑧上下水道料金減免
（水道・下水道事業会計へ繰出）6,079 万円

R６年度に続く大型事業
高木橋掛け替え工事    ３億 8,324 万円
総合文化センター小ホール等改修工事 ７億144万円
　

物価高騰対策としての
町民・事業所支援の主な具体策

第 7分団に
小型動力ポンプ積載車配備

2,101 万円
地域クラブ活動体制整備事業費

919万円

プラスチックごみ処理委託料 772万円
容器包装プラスチックと、製品プラスチックを資源物と
する一括収集が開始されました。プラスチック119tが回
収され、燃やすごみ削減にも大きく寄与しました。

中学 3年生給食費無償化　994万円
小中学校他学年の給食費についても、1食あたり小学
校20円、中学校1・2年33円を補助。

固定資産情報管理システム構築　803万円
公図の電子データ化により、明瞭な公図が短時間で
提供できるようになりました。

など

ト
イ
レ
も
き
れ
い
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
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詳しくは
議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

「
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス
わ
っ
こ
」
の

運
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定

24
議
案
を
審
議

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　

新
施
設
「
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス
わ
っ

こ
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ぽ
け
っ
と
」
の
機

能
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
場
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
誰
も
が
利
用
し
、

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
と
し
て

運
営
さ
れ
ま
す
。
施
設
の
利
用
料
は
無
料

で
す
が
、
行
事
や
講
座
な
ど
の
場
合
、
必
要

に
応
じ
て
実
費
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
が
事
前
登
録
、
18
歳
以
上
は
急
な
来
館

で
も
そ
の
場
で
登
録
が
可
能
で
す
。

　

職
員
が
館
内
全
体
を
見
渡
せ
る
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
安
全
面
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぽ
け
っ
と
廃
止
後
の
建
物
活
用
に
つ
い

て
は
、「
ぽ
け
っ
と
後
利
用
検
討
会
議
」
で

検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、「
ぽ
け
っ
と
後
利
用
の
検

討
は
今
も
継
続
中
で
、
子
育
て
支
援
の
役

割
を
残
す
べ
き
と
の
声
も
あ
る
。
利
用
の

内
容
が
決
定
し
た
後
の
条
例
廃
止
と
す
べ

き
で
あ
り
反
対
」、「
現
行
条
例
は
設
置
と

管
理
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
育
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
存
在

意
義
を
失
い
、
条
例
は
当
然
廃
止
と
な
る

た
め
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２
年
連
続
の
黒
字
決
算

　
黒
字
は
年
度
途
中
で
の
高
所
得
者
の
国
保

加
入
や
、
加
入
者
の
所
得
が
増
加
し
税
収

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
運
営
を

　

生
活
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、「
地
域
に

密
着
し
た
施
設
に
期
待
す
る
が
、
単
に
利
用

対
象
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
年
齢
、
障
が

い
、
家
庭
環
境
に
関
わ
ら
ず
安
心
で
き
る
運

営
が
重
要
。
小
中
高
生
の
利
用
が
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
単
に
施
設
を
利
用
す
る
対
象

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
自
身
の

声
を
聞
き
な
が
ら
施
設
運
営
す
る
こ
と
を
期

待
し
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
ぽ
け
っ
と
）
条
例
を
廃
止

　
「
ぽ
け
っ
と
」の
機
能
を「
子
育
て・交
流
テ
ラ

ス
わ
っ
こ
」へ
移
し
、現
行
施
設
を一
旦
リ
セ
ッ

ト
す
る
た
め
、現
行
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

が
増
え
た
こ
と
が
要
因
で
す
。
余
剰
金
を
国

保
財
政
調
整
基
金
へ
２
０
０
０
万
円
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
基
金
残
高
は
約

３
０
０
３
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

収
益
確
保
で
大
き
な
努
力

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ハ
イ
ム
天
白
）

決
算
は
、
ロ
ン
グ
は
、
Ｒ
７
年
度
か
ら
２
床

増
の
58
床
で
運
営
。
入
院
に
よ
る
空
床
は

引
き
続
き
多
く
、
空
床
率
は
10
・
９
％
で
す

が
、
職
員
の
満
床
運
営
の
努
力
に
よ
り
前
年

度
よ
り
改
善
し
て
い
ま
す
。
収
支
不
足
を
補

う
た
め
の一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
約

５
５
６
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
ム
天
白
は
自
治
体
が
運
営
す
る
県

内
唯
一
の
特
養
で
、
利
用
者
や
ご
家
族
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
施
設
で
す
。
国

が
定
め
る
介
護
報
酬
が
少
な
い
中
、
施
設

の
運
営
に
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
努
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
火
災
受
信

機
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
用
約
27
万
円
。

矢
木
町
に
あ
る
民
間
保
育
所
た
ん
ぽ
ぽ
保

育
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
す
る
補
助
金
約

13
万
円
。
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
対

す
る
補
助
金
の
申
請
が
増
え
た
た
め
45
万

円
増
額
、
水
道
基
本
料
金
１
期
分
の
減
免

約
１
８
７
１
万
円
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

下
諏
訪
駅
舎
お
よ
び
駅
周
辺
の
改
良

工
事
に
係
る
設
計
委
託
料
を
可
決

　

下
諏
訪
駅
を
起
点
と
す
る
町
内
の
回
遊

性
向
上
を
目
的
と
し
た
駅
舎
改
良
工
事
の

実
施
設
計
を
行
う
も
の
で
、
委
託
料
は

４
９
５
万
円
。

　
本
計
画
は
Ｒ
５
年
９
月
か
ら
下
諏
訪
駅
周

辺
の
賑
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
下
諏
訪
町
駅
周
辺
活
性
化
検
討
会
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討

会
は
少
子
化
や
高
齢
化
が
進
み
空
き
家
や
空

き
店
舗
が
増
加
す
る
中
、
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
も
重
な
り
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｒ
６
年
度
に
駅
舎
改
修
に
関
す
る
一
定

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
駅
舎
だ

け
で
な
く
そ
の
周
辺
を
含
め
た
検
討
や
、

並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
策
定
事
業
と
の
整
合
を
図
っ
て
い

ま
す
。
駅
前
の
広
場
、
特
に
送
迎
ス
ペ
ー

ス
は
朝
夕
の
通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
混
雑

実
施
設
計
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
長
野
県

建
築
士
会
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協

議
会
に
分
割
発
注
と
す
る
設
計
見
直
し
を

お
願
い
し
、
９
月
９
日
に
行
わ
れ
た
事
後

審
査
型
一
般
競
争
入
札
に
お
い
て
入
札
参

加
者
４
社
に
よ
る
入
札
の
結
果
、
耐
震
改

修
工
事
に
係
る
落
札
候
補
者
を
決
定
し

９
月
15
日
に
仮
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

「
耐
震
化
部
分
」
の
工
期
は
議
決
の
日
か

ら
工
事
完
了
を
Ｒ
９
年
１
月
15
日
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
切
り
分
け
を
し
た
「
活
用
に
係
る
部
分
」

に
つ
い
て
12
月
定
例
議
会
に
増
額
と
な
る

工
事
の
補
正
予
算
を
上
程
し
、
そ
の
後
Ｒ

９
年
３
月
定
例
議
会
で
請
負
業
者
の
契
約

案
件
を
上
程
、
議
決
後
に
工
事
着
手
と
い

う
計
画
で
す
。

令
和
７
年
度
下
水
道
決
算

賛
否
割
れ
る

　

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
で
は
、「
官

民
連
携
に
よ
る
維
持
管
理
・
更
新
手

法
＝
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
に
、

２
２
４
５
万
円
が
支
出
さ
れ
た
。
Ｒ
９
年

度
以
降
の
下
水
道
工
事
へ
の
国
支
援
に

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
の
決
定
』
を

条
件
に
し
、
導
入
検
討
費
用
に
対
し
全
額

補
助
を
行
う
国
の
誘
導
策
に
は
疑
問
。
極

め
て
公
共
性
の
高
い
下
水
道
事
業
へ
の
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
は
慎
重
を
期

す
べ
き
」
と
の
反
対
討
論
。

　
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
お
け

る
下
水
管
詳
細
カ
メ
ラ
調
査
や
、
マ
ン
ホ
ー

ル
地
震
対
策
工
な
ど
適
正
な
事
業
が
行
わ

れ
た
と
判
断
す
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
調
査
に
よ
り
、

年
間
約
２
０
０
万
円
の
経
費
削
減
に
つ
な

が
る
と
の
事
。
将
来
に
わ
た
り
下
水
道
事

業
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

の
導
入
も
必
要
と
考
え
る
」
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り
、
決

算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

が
激
し
く
危
険
な
状
況
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
駅
舎
改
修
に
あ
わ
せ
て
駅
前
の
交

通
安
全
対
策
も
警
察
等
と
の
協
議
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
関
係
者
と
の
協
議
を
行
う

と
と
も
に
去
年
６
月
に
は
下
諏
訪
駅
周
辺

活
性
化
検
討
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
改

め
て
基
本
構
想
が
整
い
ま
し
た
。

　
Ｒ
10
年
度
の
御
柱
祭
、山
出
し
、里
曳
き
、

小
宮
祭
や
、
信
州
や
ま
な
み
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
大
型
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
、
今

後
駅
利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｒ
10
年
４
月
の
御
柱

祭
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
た
い
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
矢
﨑
商
店
耐
震
改
修
工
事

請
負
契
約
締
結
を
可
決

　
契
約
の
相
手
方
は（
株
）サ
マ
デ
イ（
下
諏
訪

町
）、契
約
金
額
は
５
１
８
８
万
円（
税
込
み
）。

　

旧
矢
﨑
商
店
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
今

年
５
月
15
日
実
施
の
入
札
結
果
が
不
調
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
空
き
家
の
活
用

事
業
と
し
て
内
示
を
受
け
て
い
る
国
庫
補

助
金
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、「
耐
震
化
部
分
」

と
「
活
用
に
係
る
部
分
」
の
工
事
を
分
割

す
る
こ
と
で
、
耐
震
化
工
事
に
対
し
て
は

大
変
有
利
な
起
債
と
な
る
緊
急
防
災
減
災

事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

子育てふれあいセンター旧矢﨑商店中庭よりの風景

「わっこ」ロゴ
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〈長期休暇中の子どもの貧困対策および
　　　　　緊急セーフティーネットの強化を求める意見書〉 全会一致で可決全会一致で可決

　国や地方公共団体などの公共機
関に対して、その実情を訴え、一
定の措置を行うよう、または行わ
ないよう要望する行為のことです。

　議会がその意思を意見としてまとめ、
国会や関係機関に提出するものです。
　請願や陳情の願意に沿ったものや、
議員発案で提案されるものがあります。

陳情・意見書案の審査結果

意見書ってなに？意見書ってなに？陳情ってなに？陳情ってなに？

　長引く物価高騰の影響等により、低所得の子育て世
帯やひとり親世帯の生活苦が深刻化しています。特に
長期休暇中の子どもの健康リスクや家庭の孤立化は深
刻な課題です。
　この課題解消のため、冷暖房を含め快適に過ごせる

居場所・食の確保、必要な家庭への支援や情報提供な
どの「長期休暇こども緊急セーフティネット」の早期構
築を、国・県に求める内容です。　
　総務経済常任委員会から提案されました。

〈さらなる少人数学級の推進と教職員定数改善のための
                            教育予算確保を求める陳情、意見書〉
　こちらも、毎年長野県教職員組合諏訪支部から提出
される陳情です。多様なニーズをもつ子ども一人ひとり
に寄り添った指導・支援を行うには、国の責任によりさ
らなる少人数学級の推進が求められます。また、多忙
を極める教員の働き方改革を推進するためにも、教員
の配置基準の見直しや財政措置が不可欠です。

　そこで、さらなる少人数学級の推進、複式学級の編
制基準の引き下げ、教員基礎定数算出に用いる係数の
改善、少数職種の配置増とともに必要な予算確保を求
める内容です。
　陳情採択を受けた意見書案が、生活文教常任委員会
から提案されました。

〈義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情、意見書〉 全会一致で採択、可決全会一致で採択、可決

全会一致で採択、可決全会一致で採択、可決

　長野県教職員組合諏訪支部から、毎年提出される陳
情です。今年「義務標準法」が改正され、小学校に続
き中学校の学級編制基準が 2028 年度までに 35人に
引き下げられます。また、長野県では今年度から独自
に小学校 1 年生の「25 人規模学級編制」が導入され
ました。しかし、教職員の採用・配置に係る財政措置
が伴わず、公教育に地域間格差が生じかねません。

　全国どこでも同じ水準の教育が受けられるようにす
るための義務教育費国庫負担制度の維持と、2006 年
に１/３に引き下げられた国庫負担率をそれ以前の１/２
に戻すことを国に求める内容です。
　陳情採択を受けた意見書案が、生活文教常任委員会
から提案されました。

※議案等について、賛成、反対の双方があった場合のみ表示しています。

賛成者は「○」、反対者は「×」とします。議長は採決に加わらないため、「斜線」としています。
なお、下諏訪町議会は会派制をとっていないため、氏名は議席順に掲載しています。

議決等結果
中
山　

透

林　

吉
広

野
沢
弘
子

竹
元
完
奈

髙
橋
幸
二

林　

元
夫

樽
川
信
仁

大
橋
和
子

花
岡　

進

金
井
敬
子

青
木
利
子

豐
島
健
之

松
井
節
夫

子育てふれあいセンター条例の廃止 可　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ×
令和７年度　下水道事業会計決算 認　定 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ×

議員名（議席順）

議案名等

9 月定例会 議案等賛否一覧

12の視点一般質問12の視点一般質問
「歩いて・見て・聴いた」こと「議員自身の提言」も交えて、町に考えを質す！

９月定例会でも、あらゆる町の課題に、議員一人一人の目線で、執行部と

真剣な議論を展開。今後の町の動向にも注目！

皆さんは
どのテーマに
関心が

ありますか？

P13 P13 P12 P12 P11 P11 P10 P10 P9 P9 P8 P8

水
道
事
業

水
月
観
桜
会

渋
滞
の
緩
和

緊
急
避
妊
薬

国
保
の
改
善 

精
密
の
町

防
災
対
策

安
心
の
家

財
源
の
確
保

健
康
増
進

産
後
ケ
ア

多
文
化
共
生

下諏訪町議会
議会中継
チャンネル

各議員のQRコードから一般質問の録画映像を見ることができます。
スマートフォン等からアクセスして、ぜひご覧ください。
全質問項目は、下諏訪町ホームページから見ることができます。

９
月
３
日

９
月
４
日

質問順

松 井  節 夫
ハザードマップの活用法は

林　   吉 広
登下校中の発災時の対応は

豐 島  健 之
多様化する財源への対応は

青 木  利 子
健康ステーション利用者は

樽 川  信 仁
利用状況の分析は

金 井  敬 子
外国籍住民の困りごと把握

1 林　   元 夫
水道事業の広域化を

大 橋  和 子
桜を見ながら交流会を

野 沢  弘 子
県道185号線の渋滞対策

竹 元  完 奈
緊急避妊薬の周知を

花 岡　   進
町独自の保険税軽減策は

髙 橋  幸 二
支援センター機能強化は

4

2 5

3 6

7

8

9

10

11

12
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一
般
質
問

答弁

答弁 答弁

答弁

一
般
質
問

問　
水
道
事
業
の
課
題
は
①
料
金
回
収

率
は
、
赤
字
状
況
が
拡
大
②
施
設
利
用

率
は
、
施
設
の
配
水
能
力
よ
り
も
水
需

要
が
少
な
い
た
め
他
所
と
比
べ
て
も
低

い
③
管
路
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、
有

収
率
が
低
い
④
施
設
の
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
ど
の
よ
う
に
取
組
む
か
。

建
設
水
道
課
長　

施
設
の
更
新
は
40
年

で
１
８
０
億
円
か
か
る
。
事
業
の
平
準

化
で
年
間
２
億
円
程
度
で
進
め
る
。
鋳

鉄
管
敷
設
替
え
な
ど
耐
震
化
も
図
る
。

３
年
ご
と
に
15
％
か
ら
20
％
の
料
金
改

定
を
し
て
い
く
。

問　
町
の
余
っ
て
い
る
水
を
広
域
化
に

よ
り
使
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

町
長　

岡
谷
市
で
は
す
で
に
投
資
さ
れ

お
り
配
水
は
難
し
い
。
非
常
時
の
相
互

融
通
体
制
な
ど
広
域
連
携
を
進
め
て
い

く
。

歳
入
増
の
積
極
的
取
組
み

問　
新
規
財
源
の
新
た
な
施
策
は
。

総
合
政
策
課
長　

①
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
②
公
共
施
設
の
命
名
権
を

企
業
に
与
え
る
「
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

制
度
」
な
ど
新
た
な
広
告
収
入
の
確
保

③
森
林
資
源
活
用
の
カ
ー
ボ
ン
ク
レ

ジ
ッ
ト
な
ど
、
地
域
企
業
と
連
携
し
た

新
た
な
歳
入
確
保
④
個
人
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
推
進
も
図
っ
て
い
く
。

問　
ニ
デ
ッ
ク
社
宅
跡
地
の
北
側
の
購

入
と
利
用
計
画
は
。

町
長　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
具
現
化
に

よ
る
活
用
方
法
が
確
定
し
た
時
、購
入
。

水
道
事
業
の

広
域
化
を

非
常
時
の
相
互
融
通

な
ど
広
域
連
携
に

林
はやし

　元
もと

夫
お

水
道
事
業

水
道
事
業

問　
水
月
会
は
明
治
35
年
水
月
園
に
桜

や
楓
２
０
０
本
を
植
樹
し
、
同
年
11
月

９
日
水
月
園
を
開
園
。
現
在
５
６
０
本

位
に
増
加
。
Ｒ
９
年
は
水
月
会
発
足

１
２
５
周
年
。
こ
れ
か
ら
の
観
桜
会
を

ど
の
様
に
考
え
る
か
。

産
業
振
興
課
長　

公
園
を
専
有
し
て
開

催
す
る
こ
と
は
、条
件
が
整
い
実
現
で
き

る
可
能
性
が
あ
れ
ば
研
究
し
て
い
き
た
い
。

諏
訪
湖
環
境
整
備
の
課
題

問　
浚
渫
や
ヒ
シ
対
策
等
の
問
題
点
は
。

建
設
水
道
課
長　

Ｒ
10
年
諏
訪
湖
が
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
と
な
る
。
防

災
上
の
懸
念
や
観
光
・
利
活
用
に
与
え

る
影
響
を
踏
ま
え
、
浚
渫
、
水
草
の
刈

り
取
り
等
の
整
備
が
必
要
な
為
、
県

知
事
に
要
望
し
た
。
過
去
3
年
間
で

10
億
７
千
万
円
か
け
て
４
万
４
４
０
０

㎥
の
土
砂
を
除
去
し
、
２
億
９
千
万
円

で
２
２
０
０
ｔ
の
水
草
除
去
を
県
が
実

施
。
し
か
し
対
策
が
追
い
付
い
て
い
な

い
の
が
現
状
。

み
ず
べ
公
園
富
士
見
百
景

問　
関
東
の
富
士
見
百
選
に
選
定
さ
れ

た
み
ず
べ
公
園
案
内
写
真
と
銘
板
を
わ

か
り
や
す
い
場
所
に
移
動
・
新
設
で
き

な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

貴
重
な
観
光
資
源
だ

が
、
観
光
写
真
と
銘
板
の
乱
立
に
な
ら

な
い
よ
う
検
討
が
必
要
。
町
の
Ｈ
Ｐ
な

ど
に
情
報
を
発
信
し
た
い
。

会
場
準
備
、
天
候
を

考
慮
し
食
祭
館
で

桜
を
見
な
が
ら

交
流
会
を

大
おお

橋
はし

 和
かず

子
こ

水
月
水
月
観
桜
会

観
桜
会

渋
滞
の
緩
和

渋
滞
の
緩
和
野
の

沢
ざわ

 弘
ひろ

子
こ

問　

旧
ジ
ャ
ス
コ
通
り
の
通
勤
渋
滞
は
、

長
年
地
域
住
民
を
悩
ま
せ
、対
策
の
要
望

も
多
い
。高
浜
交
差
点
の
車
線
分
離
の
改

善
な
ど
、渋
滞
緩
和
の
対
策
を
。

建
設
水
道
課
長　

よ
り
円
滑
で
利
用
し

や
す
い
道
路
環
境
と
な
る
よ
う
県
と
緊

密
に
連
携
し
渋
滞
対
策
に
努
め
る
。

「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

問　
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
休
日
も
出

勤
の
保
護
者
と
子
ど
も
が
、
平
日
に
体

験
や
探
究
を
行
う
も
の
。
諏
訪
市
で
は
、

年
３
日
ま
で
学
校
を
休
ん
で
も
欠
席
扱
い

と
し
な
い
制
度
を
実
施
。
休
日
を
子
ど

も
と
過
ご
せ
な
か
っ
た
保
護
者
が
、
平
日

に
一
緒
の
時
間
を
持
つ
こ
と
は
、
こ
れ
以

上
な
い
喜
び
と
な
る
。
ぜ
ひ
導
入
を
。

町
長　
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
意
義
深

い
取
り
組
み
。
当
町
で
も
土
日
祝
日
に

従
事
さ
れ
る
保
護
者
の
皆
様
や
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
、
得
難
い
豊
か
な
経
験

と
な
る
。
研
究
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

教
育
長　

諏
訪
市
を
は
じ
め
先
行
事
例

に
お
け
る
積
極
的
な
活
用
状
況
か
ら
、働

き
方
に
寄
り
添
っ
た
支
援
策
と
受
け
止
め

て
い
る
。今
後
、保
護
者
の
皆
様
や
学
校

現
場
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
研
究
す
る
。

大
災
害
時
の
受
援
計
画
は

問　
災
害
時
の
応
援
職
員
受
入
体
制
は
。

総
務
課
長　
「
受
援
計
画
」
は
Ｒ
２
年
に

策
定
。
本
年
の
総
合
防
災
訓
練
で
初
動

対
応
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
訓
練
を
実
施
。

訓
練
結
果
等
か
ら
継
続
的
に
更
新
す
る
。

県
道
１
８
５
号

線
の
渋
滞
対
策

道
路
管
理
者
は

諏
訪
建
設
事
務
所

緊
急
避
妊

緊
急
避
妊
薬薬
竹
たけ

元
もと

 完
かん

奈
な

相
談
窓
口
へ
つ
な
ぐ
体
制
整
備
を
進
め

て
い
く
。

地
域
で
支
え
る
体
制

問　
諏
訪
圏
域
の
他
市
町
村
と
連
携
し

た
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

有
意
義
な
提
案
だ

が
課
題
も
多
く
、
今
後
の
研
究
課
題
。

問　

若
者
が
性
や
妊
娠
を
一
人
で
抱
え

込
ま
な
い
地
域
づ
く
り
へ
の
取
組
み
は
。

町
長　

地
域
全
体
で
若
者
を
支
え
る
仕

組
み
を
構
築
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

県
内
で
高
校
生
の
死
産
事
案
が

相
次
ぐ
中
、
若
者
が
性
や
妊
娠
を
一
人

で
抱
え
込
ま
な
い
環
境
づ
く
り
が
急
務

と
考
え
る
。
今
年
２
月
か
ら
緊
急
避
妊

薬
が
処
方
箋
な
し
で
薬
局
購
入
可
能
に

な
っ
た
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
は
。

保
健
福
祉
課
長　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
リ
ン
ク
掲
載
を
検
討
す
る
。

問　

困
っ
て
い
る
若
者
に
情
報
を
届

け
、
相
談
に
つ
な
げ
る
取
組
み
は
。

保
健
福
祉
課
長　

中
学
１
年
生
対
象
に

Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
育
を
継
続
実
施
し

て
い
る
。

情
報
を
届
け
繋
ぐ
工
夫

問　
電
話
が
苦
手
な
若
者
も
使
え
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
相
談
の
導
入
検
討
は
。

町
長　

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
が
対
面
連

携
も
必
要
。
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問　

身
近
な
場
所
で
専
門
職
に
相
談
で

き
る
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
の
検
討
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

身
近
な
大
人
か
ら

町
Ｈ
Ｐ
に

リ
ン
ク
掲
載
検
討

緊
急
避
妊
薬
の

周
知
を

諏訪湖の日記念イベント

緊急避妊薬 販売薬局一覧 HP

企業版ふるさと納税推進パンフレット

朝の通勤渋滞（高浜交差点付近）
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一
般
質
問

一
般
質
問

答弁 答弁

答弁 答弁

町
独
自
の
保
険

税
軽
減
策
は

税
金
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
で
き
な
い

平
和
教
育
の
あ
り
方
は

問　
沖
縄
県
辺
野
古
沖
の
死
亡
事
故
を

機
に
、文
部
科
学
省
が
校
外
活
動
・
修
学

旅
行
で
の
平
和
教
育
に
関
す
る
調
査
を

行
っ
た
が
平
和
教
育
に
変
更
は
あ
る
か
。

教
育
長　

安
全
管
理
と
政
治
的
中
立
は

必
要
。
平
和
教
育
に
変
更
は
な
い
。

問　
中
学
生
広
島
平
和
教
育
体
験
研
修

な
ど
平
和
教
育
を
ど
う
考
え
る
か
。

教
育
長　

生
徒
の
真
摯
な
姿
は
尊
い
。

平
和
教
育
を
一
層
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
。

問　
国
保
は
皆
保
険
制
度
を
支
え
る
基

盤
。公
共
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

町
長　

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
受
益
と
負

担
の
観
点
は
必
要
。
法
律
の
枠
内
で
の

運
営
に
努
め
る
。

問　
困
り
ご
と
や
生
活
を
丸
ご
と
支
え
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　

な
ん
で
も
相
談
室
、
子
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
、
各
課
や
専
門
機
関
と
の

連
携
・
情
報
共
有
に
よ
る
伴
走
型
支
援

に
今
後
も
努
め
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に

問　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
町
の
費
用

負
担
は
。
大
会
継
続
の
た
め
参
加
料
に

上
乗
せ
し
町
の
収
入
に
で
き
な
い
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

公
衆
ト
イ
レ
の
管

理
、
安
全
管
理
、
水
道
光
熱
費
な
ど
町

の
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
上
乗
せ
に
つ

い
て
は
関
係
団
体
と
協
議
し
て
い
く
。 花

はな

岡
おか

　進
すすむ

国
保
の
改
善

国
保
の
改
善

精
密
の
町

精
密
の
町
髙
たか

橋
はし

 幸
こう

二
じ

林
はやし

　吉
よし

広
ひろ

安
心
の
家

安
心
の
家

問　

精
密
・
も
の
づ
く
り
が
観
光
施
策

や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
の
今
後
の
可
能

性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　

下
諏
訪
は
精
密
工
業
の
集
積

地
。産
業
観
光
の
推
進
は
、子
ど
も
た
ち

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
、人
材
確
保
に
つ
な
が

る
。地
域
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
産
業
を
観
光

資
源
と
し
て
、広
め
て
強
化
し
て
い
く
。

問　
行
政
、
商
工
会
議
所
、
も
の
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
町
内
企
業
が
連

携
し
た
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
等
に

よ
る
産
業
観
光
の
推
進
は
。

町
長　

企
業
の
協
力
、
基
盤
の
整
理
が

必
要
。
関
係
団
体
と
効
果
的
に
推
進
で

き
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

産
業
観
光
を
活
用
し
た
人
材
育

成
、
企
業
支
援
、
移
住
定
住
及
び
「
下

諏
訪
ブ
ラ
ン
ド
」
づ
く
り
の
推
進
は
。

町
長　

産
業
観
光
は
、
技
術
・
職
人
の

誇
り
、感
動
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。

複
合
的
に
下
諏
訪
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
し

て
い
く
。

問　
世
界
を
支
え
る
精
密
・
も
の
づ
く
り

の
町
と
し
て
町
長
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

町
長　

も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
全
国

に
認
知
さ
れ
る
こ
と
は
、
私
が
描
く
将

来
像
と
一
致
。
議
員
の
指
摘
も
踏
ま
え
、

商
工
会
議
所
等
の
関
係
機
関
と
連
携

し
歴
史
に
根
差
し
た
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
繋
げ
て
い
く
。
縄
文
時
代
の
黒
曜
石

の
石
器
作
り
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
あ
る
よ
う

な
気
も
す
る
。
歴
史
的
な
流
れ
の
中
で

も
の
づ
く
り
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、

観
光
と
繋
げ
る
事
は
い
い
視
点
で
あ
る
。

支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
強
化
は

整
理
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
く

問　
危
険
個
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
場

所
を
ど
う
安
全
に
す
る
か
。

総
務
課
長　

危
険
個
所
は
多
い
。
県
が

ハ
ー
ド
面
を
優
先
順
に
、
町
は
訓
練
・
避

難
場
所
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
充
実
す
る
。

問　
発
災
後
48
時
間
以
内
ト
イ
レ
・
食

事
・
ベ
ッ
ド
の
提
供
（
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
）
が

望
ま
し
い
が
、
装
備
の
備
蓄
は
。

総
務
課
長　

簡
易
ベ
ッ
ド
１
１
１
台
、
毛

布
１
３
９
９
枚
、
床
マ
ッ
ト
３
４
１
０
枚
、

テ
ン
ト
型
間
仕
切
り
１
０
８
個
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
２
８
５
枚
、カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
27
台
、

災
害
用
移
動
炊
飯
器
11
基
な
ど
。

問　
避
難
所
と
な
る
体
育
館
の
エ
ア
コ

ン
装
備
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

学
校
体
育
館
へ
の

設
置
率
は
、
全
国
31
・７
％
、
県
５・１
％
。

町
は
エ
ア
コ
ン
設
備
は
な
い
が
移
動
式

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が
８
台
あ
る
。
下

諏
訪
体
育
館
に
も
２
台
あ
り
、
効
率
的

に
活
用
す
る
。

問　
避
難
所
用
簡
易
ト
イ
レ
の
常
備
は
。

総
務
課
長　

各
避
難
所
に
５
個
ず
つ
、

町
を
含
め
て
１
１
０
個
備
蓄
。
臭
い
を

封
じ
込
め
る
ト
イ
レ
「
ラ
ッ
プ
ポ
ン
」

を
４
台
購
入
。
住
民
各
自
で
備
え
る
よ

う
広
報
誌
や
Ｈ
Ｐ
で
周
知
す
る
。

問　
大
量
降
雨
で
、
諏
訪
湖
が
あ
ふ
れ

る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
水
位
を

下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

建
設
水
道
課
長　

放
水
は
県
が
操
作
規

則
に
基
づ
い
て
行
う
。
農
業
の
利
用
も

あ
り
、
規
定
水
位
以
下
に
は
で
き
な
い
。

規
則
の
見
直
し
を
県
に
求
め
て
い
く
。

活
用
し
や
す
い
よ
う

に
Ｒ
８
年
度
更
新

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
活
用
法
は

松
まつ

井
い

 節
せつ

夫
お

防
災
対
策

防
災
対
策

登
下
校
中
の
発

災
時
の
対
応
は

児
童
生
徒
が
自
ら

判
断
で
き
る
指
導
を

て
い
る
。
今
後
も
警
察
と
緊
密
な
連
携

の
も
と
で
幅
広
く
見
守
り
の
協
力
を
呼

び
掛
け
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

ゾ
ー
ン　

プ
ラ
ス
導
入

問　
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の
モ
デ
ル
地
区

導
入
を
お
願
い
し
た
い
。

建
設
水
道
課
長　

今
後
、
候
補
と
な
る

地
域
に
つ
い
て
警
察
や
関
係
機
関
と
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
導
入
の
可
能
性

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　
児
童
生
徒
が
登
下
校
中
に
大
規
模

災
害
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な

対
応
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
。

教
育
長　

児
童
生
徒
が
自
ら
の
判
断
で

安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

況
が
想
定
さ
れ
る
。
緊
急
時
の
判
断
や

対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
、
教
員
と
共
に

訓
練
を
通
じ
て
確
認
を
し
て
い
る
。

問　
緊
急
時
に
駆
け
込
め
る
場
所
「
こ

ど
も
を
守
る
安
心
の
家
」
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
か
。

教
育
こ
ど
も
課
長　
「
安
心
の
家
」
に

つ
い
て
は
諏
訪
警
察
署
に
事
務
局
が
あ

る
諏
訪
防
犯
協
会
連
合
会
に
お
い
て
と

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
。
新
規
の
委

嘱
や
看
板
の
交
付
は
各
小
学
校
を
通
じ

て
行
っ
て
い
る
。

問　
い
つ
で
も
安
心
し
て
駆
け
込
め
る

場
所
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を
更

に
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。

町
長　

児
童
生
徒
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
意
味
で
大
変
重
要
だ
と
認
識
し

精密・ものづくりの町、下諏訪へ

困りごとや生活を丸ごと支援
急傾斜地

長野県警察本部ホームページより
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一
般
質
問

答弁

答弁

一
般
質
問

答弁

答弁

樽
たる

川
かわ

 信
のぶ

仁
ひと

産
後
ケ
ア

産
後
ケ
ア

金
かな

井
い

 敬
けい

子
こ

多
文
化
共
生

多
文
化
共
生

豐
とよ

島
しま

 健
たけ

之
ゆき

財
源
の
確
保

財
源
の
確
保

青
あお

木
き

 利
とし

子
こ

健
康
増
進

健
康
増
進

ス
テ
ム
の
研
究
を
公
立
諏
訪
東
京
理
科

大
で
行
っ
て
い
る
が
、
導
入
の
可
能
性
は
。

町
長　

理
科
大
が
取
り
組
ん
で
い
る
研
究

は
、
現
時
点
で
は
実
証
実
験
に
先
立
つ

デ
ー
タ
収
集
の
段
階
と
認
識
し
て
い
る
。

本
研
究
が
実
証
段
階
に
至
れ
ば
、
急
傾

斜
地
の
危
険
性
を
科
学
的
に
把
握
す
る

手
段
と
し
て
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
考

え
る
。
先
ず
は
先
行
す
る
近
隣
市
町
村

と
理
科
大
と
の
状
況
を
リ
サ
ー
チ
し
、
そ

の
上
で
理
科
大
と
の
協
力
関
係
の
構
築
・

共
同
で
の
推
進
の
可
能
性
を
確
認
す
る
。

問　

複
雑
・
多
様
化
し
、煩
雑
な
作
業
を

強
い
ら
れ
る
交
付
税
・
補
助
金
の
申
請
を
、

一
括
し
て
管
轄
す
る
部
署
・
係
の
創
設
は
。

町
長　

財
源
調
達
は
、
町
全
体
と
し
て

戦
略
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

①
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
継
続
的
な
習

熟
が
不
可
欠
な
た
め
、
引
き
続
き
総
務

課
財
政
係
が一
元
的
に
対
応
す
る
。
②
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
近
年
分
野
を
跨
ぐ
も

の
が
大
変
増
え
て
お
り
、
一つ
の
課
の
視

点
だ
け
で
は
活
用
の
可
能
性
を
見
落
と

し
て
し
ま
う
お
そ
れ
も
あ
る
。
そ
こ
で
今

年
度
新
設
し
た
総
合
政
策
課
を
中
心
に

財
政
部
局
と
連
携
の
上
、
庁
内
で
横
断

的
に
補
助
金
情
報
を
共
有
す
る
仕
組
み

を
整
え
て
い
る
所
で
あ
る
。
今
後
も
財

源
確
保
に
向
け
て
漏
れ
の
無
い
体
制
を

構
築
し
、
各
事
業
と
財
政
運
営
を
切
り

離
さ
ず
に
進
め
て
行
く
。

危
険
区
域
へ
の
対
策

問　

地
滑
り
崩
壊
を
予
測
す
る
解
析
シ

補
助
金
情
報
は
庁
内

で
横
断
的
に
共
有

多
様
化
す
る
財

源
へ
の
対
応
は

町
長　

Ｒ
４
～
６
年
度
に
検
討
さ
れ
た

湖
畔
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

今
後
解
体
し
周
辺
一
帯
を
広
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

女
性
活
躍
の
社
会
推
進
を

問　

女
性
の
就
労
や
活
躍
へ
の
支
援

や
、
相
談
窓
口
は
。

産
業
振
興
課
長　
「
ぽ
け
っ
と
」
に
て
、

県
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
就

労
相
談
が
月
１
回
実
施
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
継
続
で
き
る
よ
う
、
調
整
中
。

問　
利
用
者
、
登
録
者
数
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　
Ｒ
３
年
度
は
４
２
５
６

人
、
Ｒ
４
年
度
６
６
７
４
人
、
Ｒ
５

年
度
１
万
３
４
４
７
人
、
Ｒ
６
年
度

１
万
８
０
１
７
人
、
Ｒ
７
年
度
２
万
３
１
４

人
。
登
録
者
は
８
月
末
で
町
内
２
０
０
０

人
超
え
、
町
外
６
０
０
人
弱
。

問　
施
設
内
設
置
の
体
組
成
測
定
の
成

果
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

身
体
状
況
を
数
値

で
客
観
的
に
把
握
で
き
、
健
康
へ
の
意

識
向
上
が
、
健
康
行
動
に
繋
が
っ
て
い

る
。利
用
者
か
ら
は
好
評
の
声
が
多
数
。

問　
無
料
マ
シ
ン
体
験
講
座
の
成
果
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

Ｒ
７
年
度
は
計
37

回
の
開
催
で
96
人
参
加
。
体
験
終
了
後
、

継
続
的
な
利
用
に
繋
が
る
ケ
ー
ス
も
。

錬
成
の
家
の
今
後

問　
錬
成
の
家
の
現
状
と
今
後
は
。

教
育
こ
ど
も
課
長　

耐
震
基
準
を
満
た

し
て
お
ら
ず
、各
所
で
雨
漏
り
が
発
生
。

年
々
増
加
、
一
日

百
人
超
え
る
日
も

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

利
用
者
は

問　

町
と
事
業
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
見

る
ニ
ー
ズ
と
自
己
負
担
額
の
受
止
め
は
。

保
健
福
祉
課
長　

Ｒ
７
年
度
、
79
名
の

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
利
用
後
の

満
足
度
が
高
か
っ
た
。
相
談
型
で
使
用

可
能
な
助
成
券
を
使
う
方
が
多
い
。

問　
需
要
の
高
ま
り
と
施
設
ご
と
の
自

己
負
担
額
の
格
差
、
今
後
の
補
助
基
準

の
考
え
方
は
。

保
健
福
祉
課
長　

利
用
割
合
は
相
談
型

が
多
い
。
助
成
券
を
通
所
型
等
で
も
使

え
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
。

問　
官
民
一
体
で
の
産
後
ケ
ア
拡
充
と

補
助
額
引
き
上
げ
（
１
２
０
０
０
円
程

度
へ
）
を
提
言
す
る
が
ど
う
か
。

町
長　

昨
年
度
か
ら
拡
充
し
、
利
便
性

も
高
め
て
き
て
い
る
。
補
助
額
の
引
き

上
げ
は
、
施
設
の
料
金
設
定
、
近
隣
自

治
体
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
相
談
型
利

用
券
の
柔
軟
な
取
り
扱
い
を
し
て
い
く
。

お
舟
祭
り
を
振
り
返
っ
て

問　
２
日
間
の
人
出
は
。

産
業
振
興
課
長　

天
候
に
恵
ま
れ
、
初

日
は
３
万
３
千
人
。
２
日
目
は
１
万
４
千

人
が
来
場
。
姉
妹
都
市
の
南
知
多
町
の

山
車
の
参
加
も
あ
り
、
人
出
が
多
か
っ

た
。
一
方
で
、
ご
み
は
少
な
か
っ
た
。

議
員
の
な
り
手
不
足

問　
町
議
選
で
の
公
費
負
担
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

Ｒ
５
年
の
町
議
会
議
員
選

挙
か
ら
、
自
動
車
の
使
用
、
ビ
ラ
、
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
が
公
費
負
担
に
な
っ
た
。

助
産
院
開
業
。
利
用

し
や
す
く
な
っ
た

利
用
状
況
の

分
析
は

の
実
態
把
握
、
関
係
機
関
と
の
連
携
で
、

支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
む
。

生
理
用
品
配
備
拡
充
を

問　
今
年
度
か
ら
庁
舎
ト
イ
レ
に
配
備

開
始
さ
れ
た
生
理
用
品
。
５
～
７
月

１
０
２
枚
が
使
用
さ
れ
た
。
他
の
公
共

施
設
へ
も
配
備
を
。

町
長　

現
段
階
で
は
デ
ー
タ
が
少
な

く
、
様
々
な
判
断
を
す
る
に
は
も
う
少

し
様
子
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

問　
町
内
居
住
の
外
国
籍
の
方
は
、
単

な
る
労
働
力
や
「
支
援
さ
れ
る
人
」
で

は
な
い
。
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
と

も
に
暮
ら
せ
る
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
が
必
要
。
外
国
籍
の
方
の
困
り
事

が
相
談
で
き
る
窓
口
対
応
を
求
め
る
が
。

総
合
政
策
課
長　

今
年
８
月
現
在
、
外

国
籍
住
民
は
４
０
０
人
。
窓
口
へ
の
外

国
語
対
応
の
職
員
配
置
は
な
い
が
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
12
言
語
に
対
応
。
今

年
度
か
ら
20
言
語
対
応
の
遠
隔
通
訳

サ
ー
ビ
ス
に
登
録
。
一
方
、
制
度
な
ど

の
複
雑
な
説
明
や
相
談
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
対
応
が
難
し
い
場
合
も
あ
る
。

分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
に
努
め
る
。

問　
現
在
町
内
に
は
な
い
「
日
本
語
教

室
」
や
外
国
籍
住
民
が
集
う
交
流
の
場

の
設
置
、
他
自
治
体
の
既
存
教
室
へ
の

支
援
・
通
級
へ
の
支
援
の
検
討
を
。

町
長　

日
本
語
教
室
は
多
文
化
共
生
の

重
要
な
拠
点
に
な
り
得
る
。
国
・
県
の

支
援
制
度
の
情
報
収
集
、
外
国
籍
住
民

役
場
で
全
て
を
把
握

 

す
る
こ
と
は
困
難

外
国
籍
住
民
の

困
り
ご
と
把
握

健康ステーション

産後ケア事業の補助拡大を願う

庁舎女子トイレに配備された生理用品

町内各所に散在する災害危険区域
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　生活文教常任委員会では、7 月 15 日から 17 日まで、奈良県天理市、京都府亀岡市、滋賀県野洲市
を訪問し、子ども・若者支援、環境施策、生活困窮者支援・重層的支援体制について行政視察を実施
しました。
　今回視察した 3 市では、それぞれ異なる行政課題を扱いながらも、個別の制度や行政組織だけで課
題を解決するのではなく、庁内の分野横断的な連携や、市民、地域団体、事業者等との協働により、既
存の施設や地域資源、人材を活かしながら、新たなつながりや仕組みを生み出して施策を構築している
点が共通していました。今回確認した各自治体の取り組みは、当町における学校施設のあり方、子ども・
若者支援、環境施策、包括的な相談支援体制を検討する上で、今後の施策検討に資する取り組みでした。

生活文教常任委員会 視察生活文教常任委員会 視察

　亀岡市では、保津川の漂着ご
み問題を契機として「2030 年
までに使い捨てプラスチックご
みゼロを目指す」取り組みを進
めています。レジ袋提供禁止条
例の制定に加え、給水スポット
を市内 130 か所以上に拡大し、
リユース食器の利用補助、企業
との環境協定、ごみ拾いしなが
ら街をウォーキングするエコ
ウォーカーなど、市民が日常生
活の中で参加できる仕組みを展
開しています。　
　「燃やすごみ」を「燃やすしか
ないごみ」と表現するなど、分別
行動を促す情報発信の工夫や、
「こども海ごみ探偵団」や企業と
連携した環境教育、サーキュラー
亀岡ラボでのリユース・リペア活
動など、規制だけでなく教育、
地域経済、市民参加を組み合わ
せて環境施策をまちのブランド形
成につなげている点が特徴です。

　天理市では、人口減少や学校
施設の老朽化が進む中、小規模
校を安易に統廃合するのではな
く、学校を地域の支え合いの拠
点として活用する「みんなの学
校プロジェクト」を進めていま
す。学校教育を「第一部」、学童
保育や放課後活動などを「第二
部」、生涯学習や社会教育など地
域住民の活動を「第三部」とす
る「学校三部制」の考え方を取
り入れ、学校施設を地域全体で
活用しています。
　Ｒ6 年 4 月には教育総合セン
ター内に「子育て応援・相談セ
ンター～ほっとステーション～」
を開設しています。学校・園・
所だけで複雑化する課題や保護
者対応を抱え込むのではなく、
専門的な相談窓口が課題を整理
し、子どもを中心に学校・家庭・
関係機関が連携して解決を図る
体制を構築しています。

　野洲市では、「制度を見るので
はなく人を見る」「課題を見るの
ではなく暮らしを見る」との考
え方のもと、市民生活相談課を
中心とした「断らない相談体制」
を構築しています。Ｈ28 年制定
の「野洲市くらし支えあい条例」
では、行政組織全体で生活困窮
者等の発見と支援に取り組むこ
とを位置付けています。特徴的
なのは、税や保険料等の滞納を
単なる徴収の対象ではなく、生
活上の困難を示す SOS として捉
え、家計改善、就労、福祉、法
律相談等につなげて生活再建を
支援する点です。
　市役所内に設置された「やす
ワーク（ハローワーク）」により
生活相談と就労支援を一体化し、
不登校生徒についても卒業後に
支援が途切れないよう福祉・教
育・就労機関が連携する移行支
援を実施しています。

京都府亀岡市奈良県天理市 滋賀県野洲市
プラスチックごみゼロ
環境施策について

学校施設の複合化と
子ども・若者支援について

生活困窮者支援
重層的支援体制について

　参加者アンケートでは、「居場所づくり・教育など、議員が大切にして活動している。実現のために
自分も何かしたい」「じっくり話ができ、議員の人柄や思いに触れられた」「素敵な機会。下諏訪がもっ
と好きになった。今日聞いた課題を自分事として考えたい」「少し踏み込んで質問ができて良かった」「議
員それぞれの専門分野、多様性が町の強み」「参加者の提案をまとめてHP・議会だよりで発表を」など、
貴重なご意見をお寄せいただきました。今後の議会活動に生かしていきたいと思います。

　子育て環境の改善、学校支援、地域活動
の負担など幅広い意見が寄せられました。
• 子育て支援だけでは不十分、育てやすい町
　づくりの議論
• 心の教室支援員の待遇改善・専任化
• 包括的性教育の推進
• 子どもの居場所づくりの強化
• 学校のあり方の今後の議論
• 給食費の小学校・中1・中2の無償化（弁当持
　参や不登校児への無償化相当分支援含む）
• 共働き増加による地域活動の担い手不足
• 小中学校トイレへの生理用品配備

　私たち議員は町民のみなさんの声をお聞きするため、毎年議会懇談会を開催しています。今年度は７
月3日に開催しました。話しやすい雰囲気で日頃感じていることをお聞かせいただこうと、議員一人ひと
りのブースを設け、たくさんのご意見・ご要望をお聞きしました。

下諏訪町議会懇談会下諏訪町議会懇談会

子育てと教育
　町民からは、交通・防犯・環境・災害対策
など生活に直結する課題が多数挙がりました。
• あざみ号の増便
• やしマルシェ再開時期
• 外国人も安心して暮らせる環境づくり
• 子どもの見守り体制強化（見守り協議会設立案）
• 移住者の生活支援（家賃補助など）
• 防犯カメラ・街路灯の増設
• 諏訪湖へのプラごみ流入防止、中高生の環
　境アイデア募集
• 災害ボランティア増員、防災対策の地域適合
• 浸水 5mを想定での避難場所の確保
• 防災無線の聞き取りづらさ→防災ラジオ普及

暮らしと安全・防災

　議会のあり方や選挙の状況についての意見
が多く出ました。
• 立候補者を増やしたい
• 議員の活動の見える化
• 議員報酬の増額
• 若者・女性が立候補しやすい環境づくり
• 幅広い年代の議員が必要
• 議員の取り組み・町の課題・将来像への
　問いかけ

議員と選挙

　観光と移住促進を結びつけた提案が多く
出ました。
• 滞在時間を増やす観光の推進
• ホシスメバを活かした多拠点居住の誘致
• 空き家を使った移住体験・農業体験
• 町外へ出た若者が戻れる就労・起業・
　結婚支援
• 体験を通じたファンづくりと魅力発信

観光と産業、移住・定住
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　議会任期も残り約半年となりました。下
諏訪町では、町議会議員選挙の無投票が 2
回続いており、議員のなり手不足が深刻化
しています。
　議員のなり手不足は、様々な要因が絡み
合っていますが、議会の役割、議員の仕事
が皆様に十分伝わっていないことなどがあ
げられます。
　そこで、12 月議会終了後から、事前予
約していただければ、私が議会活動や立候
補に対する相談をお受けします。
　関心のある町民の皆様、ぜひご連絡をお
待ちしています。

議長　中山　透

12月定例会日程12月定例会日程（予定）（予定）議長のつぶやき

SNSはこちらからSNSはこちらから
ご覧くださいご覧ください

開会
議案質疑
一般質問

閉会

11 月 30 日（月）11 月 30 日（月）
12 月 7 日（月）12 月 7 日（月）

　　　　　　8 日（火）8 日（火）
　　　　　　9 日9 日（水）（水）
　　 　　 16 日（16 日（水水））

ぜひ傍聴にお越しください。
日程は変更になる場合があります。
詳細は議会 HP をチェック！

Instagram Facebook

～水上に輝く笑顔とチームワーク～
ローイングチーム「諏

す
訪
わ
娘
こ
マミーズ」結成20周年インタビュー

「諏
す

訪
わ

娘
こ

マミーズ」の皆さん
（赤ポロシャツ）

みなさん明るく、笑顔で、全国大会
に行っても沢山の仲間がいらっしゃ
います。

　子どもの部活動をきっかけに結成し、今年で 20 周年を
迎えました。メンバーが入れ替わりながらも、みんなで助
け合いながら練習を大切に続けてきました。全国大会や
下諏訪レガッタで優勝することもでき、この 20 年でかけ
がえのないたくさんの思い出と強い絆を育んできました。
　ローイングの魅力は、５人で一つの艇に乗り、全員で
同じ目標に向かって漕ぎ進む一体感にあります。早朝の
水上に輝く美しい朝日や富士山を眺めながら練習に励む
時間は格別で、勝ったときの飛び上がるような喜びも、
負けたときの悔しさもみんなで分かち合ってきました。
体力面でも互いにカバーし合い、どんなときも笑顔で楽
しむことが私たちのパワーの源です。
　ローイングで人と人とが温かくつながるように、町議
会も私たち町民にとってより身近で、お互いに触れ合え
る「交流のきっかけ」がさらに広がっていくことを心か
ら期待しています。         【インタビュアー金井・高橋】

問い合わせ先
二次元コードまたは議会事務局まで
電話でお問い合わせください
TEL 0266-27-1111
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